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素敵な笑顔ですね
元気をもらってます
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ドライブ

行  事

レクリエーション

幸楽園ぬくもり写真館幸楽園ぬくもり写真館 ウイルスに負けるな！！

わあ～

おでかけ、いいなぁ 桜、きれいだなぁ

似合うかしら

上手にできてるかなぁ

鬼が来たっ

投げますよ どうだ！

皆様、元気に過ごされています。

ここに行きたい
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感想は優しい味で食べやすい、時短でできる、などがありました。
追加のお寿司もおいしく頂きました。

幸楽園ほっと通信幸楽園ほっと通信

幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション
　認知症の利用者様が増加する中、調
理援助として認知症予防の献立てを習
得し、日々のサービス提供時に役立て
ます。また、自身の認知症予防も少し
考えて、調理講習を行いました。

【献立て】
① 鮭ときのこの酒蒸し
② 菜の花とあさりと高野豆腐の卵とじ

☎018━827━7566　担当：梅崎・松山

　新型コロナウイルス感染対策として発令された緊急事態宣言は、5 月に全面解除となりましたが、
コロナ禍に便乗した給付金詐欺、マスク等の送り付け商法など聞かれるようになりました。以前から
の振り込め詐欺と同様、高齢者世帯は特に狙われやすいため注意しましょう。当事業所でも地域包括
支援センターと連携し、ご高齢者の介護や生活に対する相談を受け付けております。お困りのことが
ありましたらお気軽にご相談ください。

幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター

介護や生活に関するお問い合わせは　TEL 018-870-2226へご連絡ください。

春気分♪お花見弁当

端午の節句

喫茶

節分
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外旭川デイサービスセンター幸外旭川デイサービスセンター幸
さまざまな活動を楽しんでいただきました。是非、お気軽にご体験ください。

☎018-868-5415　橋本・堀井まで

季節を感じられる食材使用とメニューで、
食事を楽しんでいただきたいと考えています。笑顔　  をひきだす食事

令和２年３月10日　土田タヱ 様
100歳 お誕生日おめでとうございました

　ご高齢者の食事について、味付けでの極端な減塩は、食欲不振時に摂取量の低下につな
がる可能性があります。塩分のとりすぎには注意をしていただきたいのですが、食塩には
栄養素の消化吸収を助ける働きもあるのです。
　無理なく、おいしく、バランスの良い食事を摂って、夏バテ防止！免疫力をおとさない
よう！！注意していきたいものです。

機能訓練 作品づくり 行事（節分）

レクリエーション
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金額

収　
　

入

事業活動収入 424,915,339

施設整備等収入 2,181,250

その他の活動収入 5,347,118

収入合計 432,443,707

支　
　

出

事業活動支出 390,451,052

施設整備等支出 9,910,544

その他の活動支出 14,278,034

支出合計 414,639,630

当期資金収支差額 17,804,077

前期末支払資金残高 158,793,969

当期末支払資金残高 176,598,046

資金収支計算書
区　　分 金　　額

資産の部 705,322,785

負債の部 69,301,469

差引純資産 636,021,316

財産目録
金額

収　
　

益

サービス活動収益 422,411,567

サービス活動外収益 2,503,772

特別収益 1,840,000

収益合計 426,755,339

費　
　

用

サービス活動費用 404,984,801

サービス活動外費用 690,100

特別費用 2,096,036

費用合計 407,770,937

当期活動増減差額 18,984,402

前期繰越活動増減差額 349,165,202

その他積立金積立額 10,000,000

次期繰越活動増減差額 358,149,604

事業活動計算書 （単位：円）（単位：円） （単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部

科目 金額 科目 金額

流動資産 187,648,705 流動負債 26,766,659

固定資産 517,674,080 固定負債 42,534,810

負債の部合計 69,301,469

純　資　産　の　部

基本金 76,424,364

国庫補助金等特別積立金 61,447,348

その他の積立金 140,000,000

次期繰越活動収支差額 358,149,604

純資産の部合計 636,021,316

資産の部合計 705,322,785 負債及び純資産の部合計 705,322,785

貸借対照表 （単位：円）

＊当法人の財務諸表は、法人本部に備え付けてあり、閲覧できます。令和元年度　決算報告

●理 事 長　永　田　賢之助
●副理事長　渡　辺　良　雄
●常務理事　高　橋　　　怜
●理　　事　藤　原　昌　一
●理　　事　古　戸　　　武
●理　　事　若　狭　清　美

●業務執行理事　飯　塚　喜　弘
●監　　事　半　田　政　敏
●監　　事　安　藤　　　涼
●評 議 員　佐　藤　俊一郎
●評 議 員　宇佐美　　　斌
●評 議 員　嵯　峨　誠　子

●評 議 員　泉　　　東美男
●評 議 員　辻　　　匡　人
●評 議 員　三　浦　昭　司
●評 議 員　大　森　孝　志
●評 議 員　佐　藤　初　世

社会福祉法人 幸楽会 役員名簿
任　期　理　事　令和元年度定時評議員会終結時から令和３年度定時評議員会終結時まで
　　　　評議員　平成29年４月１日から令和３年度定時評議員会終結時まで

令和２年６月30日現在

～医務室～　新型コロナウイルス

　昨年末に突然発生した新型コロナウィルス。そ
の頃は、「いずれ収まるのでは」と様子うかがい
しておりましたが、あっという間に身近な問題と
なり、今となっては「新しい生活様式」を取り入
れることを余儀なくされています。
　当施設でも、面会制限等、皆様にご協力頂き感
染予防策を行っている次第です。
　この新型コロナウィルスは、基礎疾患を抱えている方がかかると重症化しやすいといわれ
ていて、「かからない・うつさない」行動が求められます。今回のコロナウィルス流行で、
感染予防の意識が高まり、広く周知されたことはありがたいと感じております。
　今は苦しい時でも、その先の光を見据えて、気を許さずに過ごしていければと思います。
最前線で関わっている方々に、敬意を表します。
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谷
地
の
弘
法
太
師
堂

１　

全
国
行
脚
の
僧
形

　

今
日
ご
案
内
す
る
の
は
幸
楽
園
の
坂
の
下
の
集
落
、「
上
谷
地
」
に
建
つ
祠
、『
弘
法
太
師
堂
』
で
す
。
ま
ず
は
土
地
に

伝
わ
る
口
承
伝
説
か
ら
始
め
る
。
暑
い
暑
い
夏
の
昼
下
が
り
だ
っ
た
。
湊
か
ら
つ
づ
く
砂
山
の
道
を
、
一
人
ト
ボ
ト
ボ
と

来
る
み
す
ぼ
ら
し
い
僧
形
が
い
た
。
頭
上
か
ら
ジ
リ
ジ
リ
照
り
つ
け
る
炎
天
下
だ
っ
た
だ
け
に
、
何
し
ろ
暑
い
。
喉
は
カ

ラ
カ
ラ
に
乾
き
き
っ
て
、
な
ん
と
か
一
滴
の
水
が
欲
し
い
。
こ
ん
な
矢
先
、
よ
う
や
く
人
家
の
あ
る
集
落
に
差
し
か
か
っ

た
。
そ
こ
は
大
湿
原
の
ど
真
ん
中
で
、
そ
の
中
洲
に
出
来
た
飯
田
と
い
う
村
だ
っ
た
。

　

僧
は
倒
れ
込
む
よ
う
に
、
と
あ
る
一
軒
の
戸
を
叩
い
た
。「
ど
う
か
一
杯
の
水
を
恵
ん
で
呉
れ
ま
い
か
」。「
な
ん
だ
こ

の
乞
食
坊
主
め
、お
前
に
遣
る
水
な
ん
ぞ
な
い
。 

と
っ
と
と
帰
り
な
」。
隣
も
其
の
隣
も
ケ
ン
も
ホ
ロ
ホ
ロ
の
仕
打
ち
だ
っ

た
。
万
事
休
す
。
や
む
を
え
ず
僧
は
立
ち
直
り
、
杖
を
頼
り
に
草
茂
る
谷
地
の
一
本
道
を
歩
く
し
か
な
か
っ
た
。

　

道
は
一
筋
、
二
キ
ロ
程
先
の
小
高
い
山
の
丘
へ
と
続
い
て
い
た
。「
カ
ラ
カ
ラ
、
ピ
ー
」「
ピ
ー
ッ
チ
ョ
、
ピ
チ
ョ
」、

絶
え
間
な
く
囀
る
小
鳥
の
声
に
励
ま
さ
れ
、
こ
半
刻
も
歩
い
た
だ
ろ
う
か
。
よ
う
や
く
の
こ
と
で
僧
は
、
深
い
木
陰
の
丘

に
た
ど
り
着
い
た
。

２　

高
僧
を
救
っ
た
湧
き
水

　

そ
こ
に
は
ま
さ
に
天
の
配
剤
か
、
一
筋
の
水
が
湧
い
て
い
た
。
僧
は
む
さ
ぼ
り
飲
む
よ
う
に
飲
み
ふ
け
っ
た
。
し
ば
ら

く
し
て
人
心
地
が
着
い
て
か
ら
、
腰
の
弁
当
を
取
り
出
し
て
遅
い
昼
餉
に
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
僧
の
名
は
空
海
、
言
わ

ず
と
知
れ
た
弘
法
太
師
だ
っ
た
の
だ
。

　

水
を
断
っ
た
不
親
切
が
あ
だ
に
な
っ
て
、
以
後
の
飯
田
は
ず
う
っ
と
飲
み
水
に
苦
労
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
言
う
。

　

こ
の
休
息
し
た
丘
の
一
角
に
、
今
は
方
一
間
半
程
の
小
さ
な
御
堂
が
建
っ
て
い
る
。
食
後

の
太
師
が
残
し
た
と
い
う
箸
の
二
本
が
い
つ
の
ま
に
か
活
着
し
て
、
樹
齢
千
年
の
大
樹
と

な
っ
て
そ
び
え
て
い
る
。

　

場
所
は
下
新
城
上
谷
地
、
県
道
か
ら
左
に
折
れ
て
、
集
落
の
下
の
道
を
真
っ
す
ぐ
に
進
む

と
、
百
米
ほ
ど
で
真
向
か
い
の
丘
の
麓
に
着
く
。
道
が
左
に
屈
曲
し
た
所
が
祠
の
真
下
で
、

粗
末
な
仮
設
の
階
が
目
印
だ
。

３　

上
谷
地
は
佐
竹
以
後
の
開
拓
村

　

十
数
段
上
が
る
と
境
内
で
、
右
に
石
刻
の
人
面
が
三
個
並
ん
で
い
る
が
謂
れ
は
解
ら
な
い
。

伝
説
の
杉
の
大
樹
二
本
に
挟
ま
れ
て
、
根
株
を
同
じ
く
し
た
山
桜
が
あ
っ
て
太
師
堂
を
深
い

静
寂
に
包
ん
で
い
る
。
弘
法
様
を
潤
し
た
と
い
う
岩
清

水
は
、
配
管
が
外
れ
た
ら
し
く
涸
れ
て
い
た
。

　

伝
説
は
人
道
上
の
戒
め
を
説
い
た
も
の
だ
が
、
飯
田

の
人
に
は
チ
ト
迷
惑
な
話
だ
ろ
う
。
同
地
は
大
谷
地
の

湿
原
の
中
の
集
落
だ
か
ら
、
地
下
は
腐
食
の
亜
炭
層
で

飲
み
水
な
ど
出
る
筈
が
な
い
。
加
え
て
同
地
は
戦
国
時

代
後
期
に
出
来
た
集
落
だ
し
、
一
方
の
太
師
堂
を
建
て

た
上
谷
地
だ
っ
て
、
江
戸
期
、
佐
竹
入
府
後
の
開
拓
村

だ
か
ら
、
ど
ち
ら
も
平
安
時
代
の
空
海
と
は
結
び
付
か

な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
田
賢
之
助
）

　

昨
年
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
事
態
に
、
日
本
中
が
疲
弊
し
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
当
法
人
に
お
い
て
も
、
３
密
に
注
意
し
、
行
事
等
が

行
わ
れ
な
い
た
め
、
記
事
の
資
料
収
集
に
四
苦
八
苦
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
早
急
に
終
息
す
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

広
報
委
員
長

日
本
財
団

　 

助
成
車
両

　

４
月
３
日
、
日
本
財
団
様
の
助

成
事
業
に
よ
り
外
旭
川
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
幸
に
送
迎
用
の
新

車
が
届
き
ま
し
た
。
ご
利
用
の
皆

様
が
安
心
し
て
当
事
業
所
を
ご
利

用
で
き
る
よ
う
に
安
全
装
備
も
充

実
で
す
。
日
本
財
団
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

当
職
員
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

外
旭
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
幸

介
護
職
員　

三
浦　

真
樹

　
　
　
　
　
　
　
　

和
久（
わ
く
）く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
３
月
24
日
生


